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平
成
17
年
度
の
御
宿
町
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算
が
第
３

回
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
は
、
実
際
に
い
く
ら
の
収
入
が
あ
り
、
い
く
ら
支
出
し
た

の
か
を
あ
ら
わ
し
、
町
の
一
年
間
の
行
政
活
動
の
結
果
を
計
数
的

に
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

　

町
の
財
政
状
況
や
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
大
切
な
税
金
が
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
広
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
一
般
会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

の収入があり
億 万 千円

を使いました。
億 万 千円

平成17年度は

平成 17年度

決算



2

ONJUKU 2006.10ONJUKU 2006.10

3

1,118,342千円

（１）　歳　　入　　　　　　　（単位：千円、％）

科　　　　目
平成17年度
決　算　額

前 年 度
増 減 率

町 税 1,118,342 15.1

地 方 交 付 税 729,828 ▲ 2.6

分担金及び負担金 289,758 15.6

使 用 料 46,911 28.5

手 数 料 24,733 11.2

国 庫 支 出 金 238,535 26.4

県 支 出 金 163,738 15.1

財 産 収 入 56,547 16.9

繰 入 金 57,181 ▲ 57.8

繰 越 金 205,205 57.2

諸 収 入 57,945 102.5

町 債 683,900 1.4

そ の 他 234,619 3.3

合　　　計 3,907,242 8.4

その他（地方譲与税、利子割交付金、地方消費税交付
金、ゴルフ場利用税交付金、自動車取得税交付金、地
方特例交付金、交通安全特別対策交付金、寄附金等）

入ったお金 

 歳 入
町民１人当たりが収めた税金

（Ｈ18.3.31現在の人口8,115人を基準）（下段は総額）

１人当たりの
総納税合計

137,812円

入　湯　税

73円

591千円

町たばこ税

5,726円

46,463千円

軽自動車税

1,259円

10,214千円

固定資産税

78,353円

635,832千円

町 民 税

43,477円

352,818千円

　

平
成
17
年
度
に
町
の
収
入
と

な
っ
た
の
は
、
総
額
３
９
億
７
２

４
万
２
千
円
と
な
り
、
前
年
度
と

比
較
し
ま
す
と
、
３
億
１
６
４
万

円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
年
度
か
ら
大
幅
な
増
額
と

な
っ
た
町
税
が
最
も
高
く
、
２
８.

６
％
を
占
め
、
１
１
億
１
８
３
４

万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
地

価
の
下
落
等
に
よ
り
固
定
資
産

税
の
土
地
分
が
減
収
と
な
り
ま

し
た
が
、
町
民
税
の
伸
び
や
大
規

模
な
土
地
の
所
有
者
か
ら
の
特
別

土
地
保
有
税
の
納
付
等
に
よ
り
、

町
税
全
体
で
は
、
前
年
度
と
比

べ
、１
５.

１
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
使
用
料
・
手
数
料
に

つ
い
て
も
前
年
度
と
比
べ
２
２.

０
％
増
、１
、２
９
０
万
９
千
円
の

増
額
と
な
り
、
総
額
７
、１
６
４
万

４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
お
ん
じ
ゅ

く
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
や
月
の
沙

漠
記
念
館
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

等
の
施
設
利
用
者
数
は
前
年
並

み
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
新
し
く

設
定
さ
れ
た
駐
車
場
使
用
料
が

１
、３
４
６
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
諸
収
入
で
は
、
月

の
沙
漠
記
念
館
や
町
営
プ
ー
ル

の
売
店
で
の
収
入
な
ど
が
減
収

と
な
り
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ
外
房

線
複
線
化
事
業
に
係
る
返
還
金

が
９
、
６
２
８
千
円
増
と
大
幅
に

増
え
た
こ
と
、
国
道
１
２
８
号

線
と
岩
和
田
地
区
を
結
ぶ
町
道

０
１
０
９
号
線
の
開
発
負
担
金

１
３
、３
４
０
千
円
が
あ
っ
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
２
、９
３
３
万
５
千

円
の
増
と
な
り
、
対
前
年
度
比

１
０
２.

５
％
の
大
幅
な
増
と
な

り
ま
し
た
。　
　
　

　

ま
た
、
平
成
17
年
度
に
借
り
入

れ
た
金
額
は
６
億
８
、
３
９
０
万

円
と
な
り
、
昨
年
12
月
に
完
成
し

た
御
宿
中
学
校
の
校
舎
改
築
事

業
で
借
入
額
が
当
初
の
見
込
み
よ

り
伸
び
た
こ
と
、
漁
港
整
備
事
業

等
の
繰
越
分
、
新
た
に
清
掃
セ
ン

タ
ー
施
設
整
備
事
業
の
借
入
れ
を

行
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
前
年
度

と
比
べ
９
、
４
０
０
千
円
増
額
と

な
り
ま
し
た
。
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使ったお金 

 歳 出
　

人
間
性
の
豊
か
な
生
徒
を
育
め

る
よ
う
教
育
環
境
に
配
慮
さ
れ
、

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を

基
本
と
し
て
設
計
さ
れ
た
御
宿
中

学
校
の
校
舎
が
昨
年
12
月
に
完
成

し
ま
し
た
。
施
工
監
理
費
用
を
含

め
総
額
は
10
億
６
、５
０
４
万
２

千
円
で
、
平
成
17
年
度
分
は
６
億

３
、９
０
２
万
２
千
円
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
校
舎
完
成
に
伴
う
備

品
の
購
入
に
１
、
８
３
６
万
２
千

円
、
共
同
調
理
場
の
改
修
に

１
、
２
９
７
万
２
千
円
を
投
入
し

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め

　
　
　

教
育
環
境
を
充
実

地域の活性化に向け地場産業の振興に

　

農
業
、
漁
業
、
商
業
、
観
光
業

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
が
互
い

に
連
携
す
る
こ
と
が
強
く
求
め

ら
れ
、
各
分
野
で
様
々
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
カ
年
計
画
で
進
め
る
岩
和

田
漁
港
の
整
備
に
５
、５
９
７
万

７
千
円
を
投
入
す
る
な
ど
産
業

基
盤
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
防
止
対
策
と

し
て
県
補
助
金
を
活
用
し
た
電

気
柵
設
置
に
対
す
る
補
助
金
、
ア

ワ
ビ
の
種
苗
放
流
を
実
施
し
、
基

幹
産
業
の
振
興
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
利
子
補
給
や

漁
業
近
代
化
資
金
利
子
補
給
等

を
行
い
、
経
営
基
盤
の
強
化
・
安

定
を
支
援
し
ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
教
科
書
の
改
訂
に

伴
う
教
材
購
入
、
30
年
続
く
海
と

山
の
子
交
流
事
業
や
社
会
体
験
事

業
、
中
学
校
海
外
派
遣
事
業
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
情
報
化
の
進

展
に
伴
う
Ｉ
Ｔ
講
習
の
開
催
や
各

種
教
室
の
充
実
な
ど
生
涯
学
習
の

機
会
充
実
に
も
努
め
、
教
育
全
般

に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
前
年

度
と
比
べ
２
億
６
、
３
３
９
万
円

増
の
９
億
１
３
３
万
６
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

観
光
振
興
に
つ
い

て
は
、
プ
ー
ル
の
改

修
や
監
視
業
務
委
託

を
行
い
、
海
水
浴
場

等
の
安
全
対
策
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、

月
の
沙
漠
記
念
館
で

の
各
種
企
画
展
の
開

催
、
景
観
整
備
と
し

て
駅
前
通
り
等
で
の

植
栽
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
伊
勢
え

び
祭
り
や
渚
の
火
祭

り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

委
託
を
行
い
、
観
光

の
振
興
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
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町民１人当たりの支出（Ｈ18.3.31現在の人口8,115人を基準）（下段は総額）

総 務 費

68,222円

庁舎管理費や事務管
理経費など町行政の
運営のために

553,621千円

衛 生 費

66,046円

町民の健康管理促進
や、環境基盤の整備
のために

535,961千円

民 生 費

72,284円

子どもやお年寄り、
体の不自由な方の
福祉施策に

586,583千円

議 会 費

9,165円

議会の運営に

74,373千円

土 木 費

31,570円

町道や町営住宅など
の維持管理のために

256,191千円

消 防 費

23,050円

火災や災害など、万
が一に備えて

187,047千円

教 育 費

111,070円

学校教育や社会
教育のために

901,336千円

１人当たりの
総支出合計

459,456円

3,728,482千円

農林水産業費

14,360円

農業や水産業の振
興のために

116,535千円

商 工 費

商工業や観光の振
興のために

15,389円

124,879千円

公 債 費

45,647円

借り入れたお金
の返済に

370,426千円

清掃センターや
  生活道路の整備を実施

　

日
常
生
活
の
な
か
で
、
必
ず
生

じ
る
の
が
ゴ
ミ
の
発
生
で
あ
り
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
運
転
管
理
委

託
を
行
う
と
と
も
に
混
合
灰
貯

留
施
設
の
整
備
や
可
燃
ご
み
の

焼
却
処
理
に
お
け
る
焼
却
灰
の

処
理
な
ど
環
境
衛
生
の
整
備
に

努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
活
に
直
結
し
た
生

活
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
実

谷
・
御
宿
台
入
口
付
近
の
町
道

０
１
０
６
号
線
の
改
良
に
５
、３

９
０
万
４
千
円
、
そ
の
他
の
道
路

全
般
で
用
地
購
入
を
含
む
道
路
の

新
設
・
改
良
に
１
億
１
、
９
０

１
万
５
千
円
を
投
入
し
、
利
用
し

や
す
い
道
路
の
新
設
・
維
持
補
修

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

町
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
岩
和

田
団
地
の
外
壁
を
改
修
し
、
こ
れ

で
岩
和
田
団
地
の
す
べ
て
の
棟
の

外
壁
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。
ま

た
、
矢
田
団
地
に
つ
い
て
は
、
平

成
11
年
か
ら
の
屋
根
防
水
補
修
を

行
い
、
町
営
住
宅
の
環
境
整
備
を
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《歳入合計》　18億 5,034 万5千円

項 目 金 額 備 考

議 会 費 747千円 議会活動費及び運
営費に要する費用

総 務 費 71,400千円 市町職員研修、職員人件費、各
種広域的事業に要する経費等

民 生 費 37,992千円 福祉作業所運営、介護認
定審査会に係る経費等

衛 生 費 34,381千円 在宅当番医休日診療、病
院群輪番制事業等

消 防 費 1,538,980千円 常備消防費

公 債 費 124,508千円 起債償還金

《歳出合計》　18億  800 万8千円

《歳入合計》　２億35万4千円

項 目 金 額 備 考

分担金及び負担金 101,778千円 構成市町からの負担金

繰 越 金 91千円前年度繰越金

諸 収 入 98,485千円 JR外房線複線化事業貸付金元金収入

項 目 金 額 備 考

分担金及び負担金 1,746,140千円 構成市町からの負担金

使用料及び手数料 659千円 危険物施設設置許可
申請等手数料

県支出金 8,753千円 民生費補助金、消防
費補助金

繰 越 金 55,626千円 前年度繰越金

諸 収 入 3,467千円 団体扱保険事務費ほか

組 合 債 35,700千円 消防施設整備事業
債

項 目 金 額 備 考

総 務 費 98,485千円
JR貸付金返還に
伴う返還金

公 債 費 101,777千円 起債償還金

《歳出合計》２億26万2千円
外房線複線化事業特別会計

国民健康保険 特別会計

自営業の方々などの医療を給付
する会計です。

歳　入　　 1,018,658千円

歳　出　　　977,296千円

介護保険 特別会計

要介護等認定者の介護サービス
費を支給する会計です。

歳　入　　    516,155千円

老人保健 特別会計

高齢者の医療をまかなうための
会計です。

歳　入　　 1,171,600千円

歳　出　　 1,160,206千円

水道事業 会　計

水道事業経営のために設けられ
た独立採算性の会計です。

収益的収支

資本的収支

歳　入　256,592千円
歳　出　298,012千円

歳　入　　
歳　出　　

8,932千円
38,874千円

夷隅郡市広域市町村圏事務組合
平成17年度

決 算 状 況

歳　出　　　500,975千円

　

私
た
ち
の
日
常
生
活
や

経
済
活
動
は
広
域
化
し
つ

つ
あ
り
、
ま
た
、
価
値
観

や
地
方
自
治
体
へ
の
ニ
ー

ズ
も
高
度
化
・
多
様
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
専
門

化
や
高
度
化
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
行
政
ニ
ー

ズ
に
適
切
に
対
応
す
る
た

め
、
各
自
治
体
が
そ
れ
ぞ

れ
の
行
政
区
域
を
越
え
、

共
通
し
て
重
複
す
る
よ

う
な
経
費
は
広
域
的
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
に
節
約

し
、
連
携
・
共
同
し
て
事

務
事
業
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

夷
隅
郡
市
で
は
昭
和
47

年
か
ら
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
が
設
立
さ
れ
、
各

自
治
体
の
負
担
金
に
よ
り

広
域
消
防
や
介
護
認
定
審

査
会
等
に
係
る
経
費
を
支

出
し
て
い
ま
す
。

町
の
財
布
は

　

複
数
に
分
か
れ
て
い
ま
す

特別
会計

　

地
方
公
共
団
体
の
会
計
に
は
、
行
政
運
営
の
基
本
的
な
経
費
を

網
羅
し
た
一
般
会
計
の
ほ
か
に
、
特
定
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
会

計
を
区
別
し
て
処
理
す
る
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

町
に
は
、
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
介
護
保
険
の
特
別
会

計
と
水
道
事
業
の
公
営
企
業
会
計
が
あ
り
、
ど
の
会
計
も
私
た
ち

の
暮
ら
し
に
は
欠
か
せ
な
い
重
要
な
も
の
で
す
。
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一般会計 一般会計 

特別会計 特別会計 

企業会計 企業会計 

町債の現在高 町債の現在高 

町有財産の状況 町有財産の状況 

　町民の皆さんに町の財政状況を知っていただくため毎年2回、町の財政状況を公表していま
す。今回は、平成18年度上半期の状況をお知らせします。 

※各種交付金とは、地方譲与税、利子割交付金、ゴル
　フ場利用税交付金、地方消費税交付金、自動車取得
　税交付金、地方特例交付金等です。 
※その他は、分担金及負担金、使用料及手数料、財産
　収入などです。 
 

平成18年度上半期(18年9月末現在)

歳出 
2,731,440千円 
1,490,253千円 
54.6％ 

歳入 
2,731,440千円 
1,555,494千円 
56.9％ 

予備費

3,000

　　0

0.0

科目名

予算現額(千円)

収入・執行済額(千円)

収入・執行率(％)

町　税

921,457

548,493

59.5

各種交付金

228,003

122,003

53.5

その他①

554,129

342,536

61.8

町　債

173,900

         0

0.0

地方交付税

660,000

522,277

79.1

県支出金

117,574

  11,380

9.7

国庫支出金

76,377

 8,805

11.5

議会費

68,284

34,489

50.5

総務費

515,928

264,093

51.2

民生費

587,088

331,840

56,5

衛生費

482,534

284,879

59.0
農林水産業費

77,328

18,073

23.4

商工費

99,226 

69,530

70.1

土木費

98,824 

59,173

59.9

消防費

180,675

118,884

65.8

教育費

230,662

128,337

55.6

公債費

387,930

180,955

46.6

道 路 ・ 公 営 住 宅 関 係 481,852

観 光 施 設 関 係 33,285

消 防 関 係 44,416

廃 棄 物 処 理 施 設 関 係 479,217

教 育 施 設 関 係 744,890

漁 港 整 備 関 係 15,353

上 水 道 関 係 887,503

庁 舎 建 設 381,623

そ の 他 1,160,975

合 計 4,229,114

(単位：千円)

土 地 1,296,891㎡

建 物 35,362㎡

出 資 に よ る 権 利 39,613

財 政 調 整 基 金 102,992

減 債 基 金 30,571

地 域 福 祉 基 金 10,839

開 発 基 金 1,725

中山間ふるさと保全対策基金 3,275

土 地 開 発 基 金
11,100 (預金)

23,900 (預託金)

学 校 建 設 基 金 78,063

コミュニティ拠点整備資金貸付基金 10,000

(単位：千円)

会 計 名 収 入 支 出

水 道 事 業

予 算 現 額 248,265 283,787

収入・執行済額 116,794 95,250

収入・執行率 47.0％ 33.5％

(単位：千円)

会 計 名 歳 入 歳 出

国 民 健 康 保 険

予 算 現 額 983,919 983,919

収入・執行済額 365,814 393,949

収入・執行率 37.2％ 40.0％

老 人 保 健

予 算 現 額 1,065,465 1,065,465

収入・執行済額 459,916 459,599

収入・執行率 43.2％ 43.1％

介 護 保 険

予 算 現 額 533,320 533,320

収入・執行済額 295,526 217,168

収入・執行率 55.4％ 40.7％

(単位：千円)

※水道事業会計については、収益的収入・支出です

災害復旧費

1

0

0.0
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【
9
月
】

町
の
動
き

３
日
（
日
）

　

御
宿
台
自
主
防
災
会
及
び

　
　

町
内
各
地
区
防
災
訓
練

５
日
（
火
）
ふ
れ
あ
い
農
業

９
日
（
土
）
御
宿
中
体
育
祭

10
日
（
日
）
伊
勢
え
び
祭
り

13
日
（
水
）
第
３
回
定
例
議
会

15
日
（
金
）
町
敬
老
会

16
日
（
土
）・
17
日
（
日
）

　

全
日
本
学
生

　
　

ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
大
会

16
日
（
土
）

　
　

御
宿
小
・
布
施
小
運
動
会

17
日
（
日
）

　
　

岩
和
田
小
運
動
会

伊勢えびの水揚げは千葉県が日本一。県内でも御宿は上位に数え

られます。この伊勢えびを多くの方に味わってもらおうと９月

１日から伊勢えび祭りが開催されました。

　メインイベントの９月 10 日には伊勢えびパックの限定販売、えび

汁の無料配布、つかみ取り等が用意され、どのコーナーも行列ができ

るほど賑わいました。また、購入した

伊勢えびをその場でバーベキューで味

わうこともでき、来場された方々は「新

鮮で、甘くて美味しい」、「他では食べ

られない」と大満足。

　また、伊勢えび祭りの旗がある飲食

店等ではオリジナルの伊勢えび料理が

用意され、店先で空席を待つお客さん

の姿で街中が賑わいました。

御宿の味にご満悦 ～ 伊勢えび祭り ～

山田にお住まいの鈴木祐雄さんは、今年 100 歳を

迎えられました。町では、長寿のお祝いとして井上

町長から記念品を贈呈し、また、内閣総理大臣からの祝状

と記念品が贈られました。

　鈴木さんは「特に何もしていないですけど、のんびり過

ごしていますよ。」と長生きの秘訣を語ってくれました。

高

　

歳
の
長
寿
を
記
念
し
て

100
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石
田
さ
ん
は
、
昭
和
38
年
10

月
に
御
宿
町
議
会
議
員
に
初
当

選
。
以
来
昭
和
58
年
９
月
に
勇

退
さ
れ
る
ま
で
の
５
期
、
20
年

の
永
き
に
わ
た
り
町
政
の
発
展

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
町
議
会
副
議
長
や

議
長
を
歴
任
さ
れ
、
教
育
施
設

や
観
光
施
設
の
整
備
、
さ
ら
に

は
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
生
活

基
盤
の
整
備
・
充
実
に
貢
献
さ

れ
る
な
ど
、
町
政
の
発
展
と
と

も
に
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
手

腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夷
隅
郡
市
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
議
会
議
員
と
し

旭日単光章
 石田 行雄さん（88歳）

て
夷
隅
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
に

尽
力
さ
れ
、
特
に
未
整
備
で
あ
っ

た
常
備
消
防
の
設
置
に
つ
い
て
構

成
市
町
と
の
意
見
交
換
を
積
極
的

に
推
進
し
、
現
在
の
夷
隅
郡
市
広

域
市
町
村
圏
消
防
本
部
の
発
足
に

向
け
、
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
、
社
会
福
祉
法
人
御
宿
町
社

会
福
祉
協
議
会
会
長
と
し
て
献
身

的
に
地
域
ぐ
る
み
福
祉
の
推
進
に

取
り
組
ま
れ
、
ま
た
、
町
文
化
財

審
議
会
委
員
と
し
て
も
地
域
の
史

跡
、
伝
統
文
化
の
保
護
育
成
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　児童と保護者が一緒になってスポーツを行い、運

動を通じて親子がふれあう「家庭教育学級・親子で

スポーツ」を布施小学校で開講しました。

　ボールを転がして的に近づけるニチレクボール、

フリスビーを使ったフライングディスクなどを、お

父さん、お母さんと一緒に体験した児童は、笑顔が

こぼれるほど、本当に楽しそうな表情を見せてくれ

ました。

親と子がふれあう環境づくり
～ 家庭教育学級～ 

目指すは日本一！
第21回
全日本学生ライフセービング選手権大会

イフセービングのインターカレッジが御宿海岸で

９月 16・17日の２日間にわたり開催されました。

　集まった選手たちの体つきを見ますと日ごろの鍛錬

の様子がうかがえ、どの選手も学生日本一への意気込

みが感じられます。

　栄冠に輝いたのは、男子では国士舘大学、女子では

東海大学湘南校舎ＣＲＥＳＴ。夏の御宿の海岸を守っ

てきた拓殖大学は女子の部で７位入賞の好成績をおさ

めました。

ラ

自
治
功
労
叙
勲
〜
永
年
の
功
績
を
讃
え
〜
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　昭和 55 年から平成元年にかけパロマ工業㈱が製

造した半密閉式ガス瞬間湯沸器の一部の製品に欠陥

があり、事故が発生しました。

　パロマ工業㈱では該当製品の無償点検及び回収を

実施していますが、ご家庭で気づかずに該当製品を

使用している恐れがありますので、今一度下記の見

分け方に従いチェックを行ってください。

　お持ちの製品が該当していた場合、専用フリーダ

イヤルまで連絡し、点検が完了するまでは使用しな

いでください。

　パロマ工業㈱では、希望される場合無償で新型の

製品との交換を行っています。

今一度ご確認ください

【お問い合わせ】

パロマ工業㈱　フリーダイヤル

０１２０－３１４－５５２（土日祝日を含む 24時間受付）

　メキシコ・アカプルコ市と姉妹都市協定を結んで

から 28 年が経ちました。1609 年にドン・ロドリゴ

一行が乗船する船が、マニラ港からメキシコのアカ

プルコ港へ帰還する途中に、暴風雨のため岩和田の

田尻沖で遭難し、当時の岩和田村民が総出で救助活

動を行ったことが始まりでした。

　町教育委員会では、当時ドン・ロドリゴ一行が宿

にしていたとされる大宮寺（だいぐうじ）跡を探す

ために、これまで２回の発掘調査を行いましたが、

跡地の特定には至っていません。しかしながら、ロ

ドリゴ一行を救った史実により、岩和田区轟台一帯

の地域とメキシコ記念塔が県指定記念物（史跡）に

指定されています。また、遭難船の帆柱は今も残っ

ており、個人の住宅の梁に使用され、町指定の文化

財となっています。

ドン・ロドリゴ一行が救出された田尻海岸

後世に継ぐ －文化財・記念物－　

家の梁に使用されている帆柱
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～あなたの情報が事件解決の糸口に～
　警察では、特に重大な犯罪を行って逃走中の指名手配被疑者をリストアップし、これらの犯罪者を逮捕す

るため、11月中に全国警察の総力を挙げて追跡捜査を行うこととしています。

　犯人を早期に逮捕し、事件を解決するため、捜査活動に対する住民の皆さんのご理解とご協力が是非とも

必要です。そこで住民の皆さんには、次の点についてご協力をお願いします。

■ 指名手配被疑者の検挙にご協力を！
　オウム真理教特別指名手配被疑者をはじめとする指名手配被疑者によく似た人を見かけたり、その被

疑者に関する情報をご存知の方は、通報をお願いします。

■「事件かな」と思ったら迷わず１１０番を！
　おかしいと思った場合や怪しい人を見かけたりした場合は、深夜、早朝を問わず、１１０番通報をお

願いします。

■ 犯罪について知っていることは積極的に通報を！
　不審な人や車を目撃した、犯人によく似た人を知っているといった場合には、ためらわず警察に通報

をお願いします。

■ 聞き込み捜査にご協力を！
　聞き込み捜査で捜査員がお伺いした際には、どんなささいな情報でも構いませんので、積極的にご協

力をお願いします。

■ 被害のあったときは必ず届出を！
　犯人の第二・第三の犯行を防ぎ、被害の拡大を防止するためにも、勇気を出して、警察に届け出るよ

うにお願いします。

【連絡先】１１０番　又は最寄りの警察署・交番

　　　　　※なお、オウム真理教特別手配についての情報はフリーダイヤルを設けています。

　　　　　０１２０－００６０２４
　　　　　　　　（オウム 24時間）

犯罪捜査にご協力を

相　談　先 住　　所　・　電　話　番　号

耐震診断・

耐震改修

（社）千葉県建築設計事務所協会
千葉市中央区中央４－８－５　建築会館６階
℡：０４３－２２４－１６４０

（社）千葉県建築士会
千葉市中央区中央４－８－５　建築会館４階
℡：０４３－２０２－２１００

 千葉県建築家協会
千葉市中央区中央４－８－５　建築会館５階
℡：０４３－２２５－７８８１

（社）日本建築構造技術者協会・千葉
千葉市中央区中央４－８－５　建築会館５階
℡：０４３－２２５－２１８１

 千葉県耐震判定協議会
千葉市中央区中央４－８－５　建築会館５階
℡：０４３－２２１－７３１３

○ご相談される方は、以下の関係団体にご連絡下さい。

　

大
地
震
は
い
つ
発
生
し
て
も
不

思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
地
震

が
起
き
た
と
き
、
住
ま
い
に
被
害

が
な
け
れ
ば
、
家
族
の
命
や
財
産

を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
皆
さ
ん
の
家
の
建

築
相
談
や
簡
易
耐
震
診
断
な
ど
の

無
料
相
談
を
、（
社
）
千
葉
県
建

築
士
事
務
所
協
会
、（
社
）
千
葉

県
建
築
士
会
の
協
力
に
よ
り
９
月

27
日
に
町
公
民
館
で
実
施
し
ま
し

た
。

わ
が
家
の
耐
震
は
？

　

当
日
は
緊
急
通
報
装
置
設
置
事

業
、
防
災
登
録
、
介
護
保
険
住
宅

の
改
修
等
に
関
す
る
制
度
の
紹
介

や
相
談
も
併
せ
て
実
施
し
、
今
の

住
ま
い
に
少
し
で
も
不
安
の
あ
っ

た
方
は
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
っ
か

り
と
受
け
ま
し
た
。
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65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

の
通
知
は
、
毎
年
７
月
中
旬
に
郵

送
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
65
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た

方
、
転
入
し
て
こ
ら
れ
た
方
に
つ

い
て
は
、
そ
の
翌
月
に
通
知
を
郵

送
し
ま
す
。

《
普
通
徴
収
ー
納
入
通
知
書
で
直

接
納
め
る
ー
に
な
る
方
》

①
平
成
18
年
２
月
の
時
点
で
年
金

を
受
給
し
て
い
な
か
っ
た
方

②
平
成
18
年
４
月
１
日
以
降
に
65

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
方

③
平
成
18
年
に
一
度
で
も
年
金
の

受
給
が
停
止
や
差
止
に
な
っ
た
方

おんじゅくの介護
46

　

（
例
）
年
金
の
現
況
届
け
を
出

し
忘
れ
た
（
遅
れ
た
）
方

④
平
成
17
年
４
月
１
日
以
降
に
転

入
し
て
こ
ら
れ
た
方
や
年
金
受

取
の
住
所
変
更
の
届
出
が
完
了

し
て
い
な
い
方

⑤
年
金
の
受
給
額
が
年
額
18
万
円

未
満
の
方

　

年
金
か
ら
の
天
引
き
の
つ
も
り

で
納
入
通
知
書
を
放
置
し
て
お
き

ま
す
と
、
町
か
ら
督
促
状
が
送
付

さ
れ
、
督
促
手
数
料
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

　

介
護
保
険
料
関
係
の
封
筒
に
は 

重
要
と
い
う
赤
い
押
印
が
し
て

あ
り
ま
す
。
必
ず
開
封
し
、
内
容

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

普
通
徴
収
（
納
入
通
知
書
で
直

接
納
め
る
）
の
方
は
、
便
利
で
安

全
確
実
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を

お
勧
め
し
ま
す
。
介
護
保
険
料
の

納
期
限
日
に
、
指
定
の
金
融
機
関

等
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に

引
き
落
と
し
ま
す
の
で
納
め
忘
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
利
用
の
お
申
込
み
は
、
①
預

貯
金
通
帳
、
②（
届
出
の
）印
鑑
を

お
持
ち
の
う
え
、
直
接
金
融
機
関

等
の
窓
口
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

《
取
扱
い
金
融
機
関
等
》

・
千
葉
銀
行
御
宿
支
店

・
房
総
信
用
組
合
御
宿
支
店

・
い
す
み
農
業
協
同
組
合
御
宿
支

　

所
・
千
葉
県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連

合
会
（
御
宿
岩
和
田
漁
業
協
同

組
合
）

・
郵
便
局

介
護
保
険
料
の
納
付
に

　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

介
護
保
険
料
の
納
付
に
は
、
安
全
確
実
な
口
座
振
替
を
！

　

介
護
保
険
料
が
未
納
の
ま
ま
で

す
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
際
に
、
次
の
よ
う
な
給
付
制
限

が
か
け
ら
れ
ま
す
。

《
１
年
以
上
未
納
す
る
と
…
》

★
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用

の
全
額
を
い
っ
た
ん
利
用
者
本
人

が
負
担
し
ま
す
。
保
険
給
付
費
分

（
９
割
）
は
、
町
へ
申
請
し
た
あ

と
支
払
わ
れ
ま
す
。

《
１
年
６
ヶ
月
以
上
未
納
す
る
と
…
》

★
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用

の
全
額
を
い
っ
た
ん
利
用
者
本
人

が
負
担
し
ま
す
。
町
へ
保
険
給
付

費
分
（
９
割
）
の
支
払
い
を
申
請

し
て
も
、
一
部
ま
た
は
全
部
が
差

し
止
め
ら
れ
、
未
納
の
介
護
保
険

料
に
充
当
さ
れ
ま
す
。

《
２
年
以
上
未
納
す
る
と
…
》

★
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
自
己

負
担
が
１
割
か
ら
３
割
に
引
き
上

げ
ら
れ
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

の
支
給
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。

◎
介
護
保
険
制
度
は
介
護
が
必
要

な
方
を
社
会
全
体
で
支
え
あ
う
大

切
な
制
度
で
す
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
必
要
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
、
皆
さ
ん
が
御
宿
町
の
介
護
保

険
を
支
え
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
介
護
保
険
料
の
納
付

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
　

役
場
・
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　

介
護
保
険
係

　
　
　

℡
（
６
８
）
６
７
１
６

　
　
　

内
線
２
１
６
〜
２
１
７

★
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

　
　
　
　
　

給
付
制
限
★

介護保険料の納め忘れはありませんか？
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石綿業務に従事した離職者に対する
　　　　　特別健康診断の実施について

１ 目的
　過去に石綿を製造し、又は取り扱う作業に従事し、事業場の廃業等何らかの理由により石綿

健康診断を受診できない退職者に対して、無料で健康診断を実施することにより健康管理を図

るものです。

２ 対象者

　石綿を製造し、又は取り扱う作業に従事して退職した方で、以下の全ての項目を満たしてい

る方。

　①　従事していた作業が特定できること。

　②　初回ばく露から 10年以上経過していること。

　③　以前石綿作業に従事していた事業場が廃業や倒産、退職者に対する健康診断を拒否等の

　　　理由で石綿健康診断を受診できない状況にあること。

　④　石綿に係る健康管理手帳を所有していないこと。

　　＊申請された方全員が受診できるとは限りません。

３ 健康診断の問い合わせ先、申請先、健診実施場所

健 診 実 施 機 関 名 所　　　在　　　地 電　　　話

㈶君津健康センター 君津市君津１番地 ０４３９－５５－６８８９

㈶ちば県民保健予防財団 千葉市美浜区新港３２－１４ ０４３－２４６－８６６４

( 医 ) 福生会斉藤労災病院

　　　 健康管理センター
千葉市中央区道場南１－１２－７ ０４３－２２７－７４３７

㈶柏戸記念財団 

　　　　　長洲柏戸病院
千葉市中央区長洲２－２０－２７ ０４３－２２２－２８７３

＊申請に際し、事前に申請書を入手し、申請者本人が記入してください。

※特別健康診断事業などのお問い合わせ先　　千葉労働局労働基準部安全衛生課

（電話０４３－２２１－４３１２）

4 受付期間　　平成１８年１１月１日（水）～１１月１７日（金）

健康
ワンポイント
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看
護
職
合
同
就
職
説
明
会

http ://www4.zero .ad . jp/takemura-souen/

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル(

当
日
参
加
も

可)　

※
で
き
る
だ
け
事
前
申

込
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
締
め
切
り　

11
月
17
日(

金)
▼
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

千

葉
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー　

℡

０
４
３-
２
４
７-

６
３
７
１　

FAX
０
４
３-
２
４
７-

６
６
２
０

Ｅ
メ
ー
ルch

ib
a
@
n
u
rse
-ce

　

n
te
r.n
e
t

　

求
職
者
の
活
動
を
支
援
す
る
た

め
、
専
門
の
相
談
員
に
よ
る
再
就

職
な
ど
に
関
す
る
各
種
相
談
を
無

料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。（
職
業

紹
介
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
）

▼
相
談
日
時　

月
曜
日
〜
金
曜
日

(

祝
日
を
除
く)

９
時
〜
17
時

▼
相
談
場
所　

東
葛
飾
合
同
庁
舎

３
階
再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

　

(

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
・
新
京
成
線
松

戸
駅
か
ら
徒
歩
７
分)

▼
相
談
内
容　

職
業
適
性
診
断
の

　

県
内
病
院
へ
の
再
就
業
を
促
進

す
る
た
め
、
看
護
職
の
資
格
を
持

つ
未
就
業
の
方
と
、
看
護
師
な
ど

を
募
集
し
て
い
る
県
内
の
中
小
病

院(

１
９
９
床
以
下)

、老
人
保
健
・

福
祉
施
設
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
が
一
堂
に
会
し
た
就

職
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象　

千
葉
県
内
に
就
職
を
希

望
し
て
い
る
看
護
職
有
資
格
者 

(

平
成
19
年
３
月
卒
業
見
込
み

の
看
護
学
生
含
む)

▼
日
時　

11
月
25
日(

土)　

14
時

〜
16
時　

▼
会
場　

千
葉
県
看
護
会
館
２
階

大
研
修
室(

千
葉
市
美
浜
区
新

港
２
４
９-

４)

▼
申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス

実
施
／
自
分
を
活
か
す
能
力
開

発
／
効
果
的
な
自
己
ア
ピ
ー
ル

の
方
法
／
就
職
、
求
人
情
報
の

探
し
方
／
希
望
す
る
仕
事
に
就

く
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
／
そ
の

他
就
職
に
関
す
る
悩
み
事
な
ど

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

再
就
職
支
援
セ

ン
タ
ー　

℡
０
４
７-

３
６
１-

４
０
１
６

税
を
考
え
る
週
間

　

11
月
11
日
か
ら
17
日
は
、｢

税

を
考
え
る
週
間｣

で
す
。

　

税
は
、
医
療
や
福
祉
を
始
め
、

警
察
や
消
防
、
教
育
、
科
学
技

術
の
振
興
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
公

的
サ
ー
ビ
ス
や
公
共
施
設
に
使
わ

れ
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
は
欠
か

せ
な
い
も
の
で
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、
昨
年
に
引

き
続
き｢
少
子
・
高
齢
社
会
と
税｣

で
す
。
国
税
庁
や
東
京
国
税
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
特
集
コ
ー

ナ
ー
を
開
設
し
、
税
の
い
ろ
い
ろ

な
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
次
の
時
代
も

み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
少
子
・
高
齢
社
会
に
お
け
る

税
の
役
割
や
意
義
な
ど
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

　

国
税
庁

　

h
ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp

　

東
京
国
税
局

　

h
ttp://w

w
w
.tok
y
o.n
ta.g
o.jp

▼
問
い
合
わ
せ　

　

各
税
務
署
ま
た
は
千
葉
県
税

務
課　

℡
０
４
３-

２
２
３-

２
１
２
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け

が
を
し
た
と
き
に
、
経
済
的
な
心

配
を
し
な
く
て
も
安
心
し
て
医
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

お
互
い
に
助
け
合
う
大
切
な
制
度

で
す
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
を
支

え
る
保
険
料(

税)

の
収
納
率
は
低

下
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
県
で
は
、
11
月
を

｢

ち
ば
国
保
月
間｣

と
定
め
、
各

市
町
村
と
連
携
し
て
、
保
険
料

(

税)

の
納
付
の
促
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

保
険
料(

税)

の
期
限
内
納
付

に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

千
葉
県
保
険

指
導
課　

℡
０
４
３-

２
２
３-

２
３
７
４

再
就
職
の
各
種
相
談

税
を
考
え
る
週
間

お
知
ら
せ

11
月
は｢

ち
ば
国
保
月
間｣

で
す
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【御宿俳壇】俳句愛好会

虫
一
つ
ぴ
た
り
と
止
ん
で
杖
の
音　
　
　

岡
田
ま
さ
し

虫
の
音
や
こ
ゝ
ろ
癒
さ
る
母
の
文　
　
　

桜
谷　

敬
蔵

つ
ぶ
ら
か
な
水
引
の
紅
小
さ
き
秋　
　
　

鶴
岡　

徳
治

波
音
を
入
れ
つ
ゝ
秋
の
朝
戸
繰
る　
　
　

小
野　

玲
子

望
郷
の
波
ひ
た
ひ
た
と
鳰
の
湖　
　
　
　

岡
本　

俊
康

晩
酌
や
終
の
住
家
の
虫
し
ぐ
れ　
　
　
　

大
谷　
　

仲

園
児
ら
は
午
前
が
勝
負
運
動
会　
　
　
　

大
曽
根
利
枝

惑
星
の
一
つ
減
る
と
か
秋
の
夜　
　
　
　

岡
山　
　

守

コ
ス
モ
ス
に
風
や
は
ら
か
く
通
り
抜
け　

押
元　

益
枝

空
見
あ
げ
ひ
と
り
暮
ら
し
の
鰯
雲　
　

菊
池　

武
夫

行
く
秋
の
空
の
あ
か
ね
に
ひ
と
思
ひ　

秋
葉
喜
美
江

金
も
く
せ
い
放
つ
匂
ひ
に
深
呼
吸　
　

福
薗
千
鶴
子

よ
く
晴
れ
て
敬
老
の
日
で
あ
り
に
け
り
姫
野　

千
晴

コ
ス
モ
ス
の
寄
り
添
ひ
て
来
し
散
歩
み
ち
宮
下　

玲
香

野
萩
群
れ
と
ざ
し
て
を
り
し
荒
磯
径　

嵯
峨　

通
恵

爽
や
か
に
水
平
線
を
置
く
岬　
　
　
　

石
田
ゆ
き
緒

第
１
句
目
、
虫
も
知
る
か
の
よ
う
に
ぴ
た
り
と
作
者
を
と
ら

え
た
一
瞬
。
第
２
句
目
、
虫
の
音
に
思
い
も
ふ
か
き
母
の
温

情
。
第
３
句
目
、
細
か
な
作
者
の
感
性
。（
石
田
）

　町内の小中学校で運動会が行われました。また、10

月には３年ぶりとなる町民大会も開催され、参加してい

る選手の表情を見ますと、楽しそうでも真剣そのもの。

　ＴＶでもプロ野球やサッカー等も中継され、「スポー

ツの秋」を感じました。泣いたり、笑ったり、様々な場

面を見ることができましたが、結果はどうあれ、競技中

やプレー中で見られる一生懸命な姿が一番感動させられ

ます。（石井）

火災件数 0（2）   救急件数33（328）
（　）内は1月からの累計（平成18年9月中）

御宿分署の出動状況

8,201人（＋12） 男 3,910人 女 4,291人
世帯数 3,394  （平成18年9月30日）

人の動き

発生件数 21  死者数 ０  負傷者数 30
(平成18年１月１日～9月30日現在）

交通事故発生状況

乗車人数186（1,794） 
（　）内は1月からの累計（平成18年9月中）

町民バス利用状況

出生 7　死亡 5 

慶弔（9月届）

貯水率 100％  有効貯水量 579,000
（平成18年9月20日現在）

ダムの貯水状況

㎥

　兼題（ 虫  ) ※兼題とは、俳句の題のこと

評

広告募集中
　町では、「広報御宿」に有料広告を掲載します。

事業所、企業、店舗の宣伝などに是非ご利用くだ

さい。

 【問い合わせ】企画財政課　℡ 68－ 2512

※広告の大きさは、このくらいのスペースとなります。
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いすみ鉄道ウォークラリー大会
◆　参　加　者　募　集　◆

　鉄道沿線の自然や歴史・文化等を再発見し、健康づくりの増進と併せていすみ鉄道への関

心を深めて頂くため、沿線の子供から大人までの幅広い方々を対象として、オリエンテーリ

ングに類似したウォークラリー大会を開催します。コマ図に従ってチェックポイントでの課

題や観察ゾーンにおけるゴール後に問題解決する等、家族や友人等のグループ（２～６名）

で行動し時間得点や問題得点の合計で競うゲームです。参加に当たっては、いすみ鉄道利用

（往復又は往路）が条件となります。

開　催　日：平成１８年１１月１９日（日）　小雨決行

集 合 場 所：いすみ鉄道大多喜駅

参 加 費 用：１人４００円（小学生までは２００円）

集 合 時 間：午前８時３０分（受付、ルール説明後、９時に順次スタート）

表　彰　式：午前１１時４５分～　（大多喜駅前）

申込み方法：募集人員先着１５０名（３０チーム）

　２～６名を１チームとして、申込書にチーム名、参加者の名前、年齢、住所、電

話番号（代表者のみ）を書き込み、１１月１０日までに夷隅郡市の市町窓口へ直接

又はＦＡＸでお申込み下さい。（E- メール可）申込み用紙は、最寄の市町窓口等に

置いてあります。小学生だけのチームは、大人が 1名付き添って参加してください。

問い合わせ：いすみ鉄道ウォークラリー大会事務局（大多喜町役場企画課内） 

　　　　　　  TEL : 0470-82-2111　FAX : 0470-82-4461
　　　　　　  E-ma i l : kikaku@town.otaki.chi ba.jp

主　催　　　いすみ鉄道、いすみ鉄道対策協議会（夷隅郡市２市２町）
協　力　　　千葉県立大多喜高等学校

本多忠勝十万石大多喜城の歴史と健康散策コース


